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(57)【要約】
　シースルーディスプレイ及び画像取得要素を備えるウ
ェアラブルコンピュータデバイスを使用して、少なくと
も１つの照明器具を含む照明装置を制御するための方法
が開示され、方法は、ウェアラブルコンピュータデバイ
スを使用して、前記照明装置の照明器具を含む空間の画
像であって、シースルーディスプレイを通して見た前記
空間の実際のビューに対応する画像を画像取得要素を使
用して取得するステップと、前記画像内の照明器具を識
別するステップと、所望の照明雰囲気を前記シースルー
ディスプレイに表示するステップと、前記実際のビュー
内の照明器具を所望の照明雰囲気に関連付けるステップ
と、照明装置と通信して前記照明雰囲気を再現するよう
に照明器具に指示するステップとを含む。この方法をウ
ェアラブルコンピュータデバイス上で実行するためのコ
ンピュータプログラム製品、このコンピュータプログラ
ム製品を含むウェアラブルコンピュータデバイス、及び
コンピュータプログラム製品又はウェアラブルコンピュ
ータデバイスを含む照明装置キットも開示される。



(2) JP 2017-526139 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの照明器具を含む照明装置を、シースルーディスプレイ及び画像取得要
素を備えたウェアラブルコンピュータデバイスを使用して制御するための方法であって、
前記ウェアラブルコンピュータデバイスを使用して、
　前記照明装置の照明器具を含む空間の画像であって、前記シースルーディスプレイを通
して見た前記空間の実際のビューに対応する画像を前記画像取得要素を使用して取得する
ステップと、
　前記画像内の前記照明器具を識別するステップと、
　所望の照明雰囲気の画像を前記シースルーディスプレイに表示するステップと、
　前記実際のビュー内の前記照明器具を前記所望の照明雰囲気に関連付けるステップと、
　前記照明装置と通信して前記照明雰囲気を再現するように前記照明器具に指示するステ
ップと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記実際のビューは前記照明装置の幾つかの照明器具を含み、
　前記識別するステップは前記幾つかの照明器具のそれぞれを識別することを含み、
　前記関連付けるステップは前記実際のビュー内の前記幾つかの照明器具のうちの少なく
とも１つを前記所望の照明雰囲気に関連付けることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記関連付けるステップは、前記実際のビュー内の１つの照明器具を選択することを含
む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択するステップは、前記実際のビュー内の選択された前記照明器具に、表示され
た前記所望の照明雰囲気を重ね合わせるステップを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記照明器具の照明特性を表示された前記所望の照明雰囲気から計算することを含み、
前記指示するステップは計算された前記照明特性を前記ウェアラブルコンピュータデバイ
スから前記照明装置に伝達することを含む、請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記照明特性は、色、色温度、強度、彩度及び照明効果ダイナミクスのうちの少なくと
も１つを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記所望の照明雰囲気を表示するステップは前記所望の照明雰囲気の画像を表示するス
テップを含む、請求項１乃至６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記画像取得要素を使用して前記所望の照明雰囲気の前記画像を取得するか、又は外部
ソースから前記所望の照明雰囲気の画像を取り出すステップを更に含む、請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　前記所望の照明雰囲気の前記画像は、動的な所望の照明雰囲気を規定する画像シーケン
スの一部を形成し、前記指示するステップは前記照明装置に前記動的な所望の照明雰囲気
を再現するように指示するステップを含む、請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ウェアラブルコンピュータデバイスにより受信された調整命令に応答して、前記照
明器具により再現された前記照明雰囲気への調整を前記ウェアラブルコンピュータデバイ
スから前記照明装置に伝達するステップを含む、請求項１乃至９の何れか一項に記載の方
法。
【請求項１１】
　仮想照明器具を前記シースルーディスプレイに表示するステップと、
　拡張された照明雰囲気を表現する拡張ビューを生成するために、前記ウェアラブルコン
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ピュータデバイスにより受信された移動コマンドに従って前記仮想照明器具を前記実際の
ビュー内の場所に移動させるステップと、を含む、請求項１乃至１０の何れか一項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記照明装置において、前記所望の照明雰囲気を再現するために、受信された指示に従
って前記照明器具を制御することを含む、請求項１乃至１１の何れか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　シースルーディスプレイ及び画像取得要素をさらに含むウェアラブルコンピュータデバ
イスのプロセッサ上で実行されるとき、請求項１乃至１２の何れか一項に記載の方法のス
テップを実行するコンピュータプログラムコードを具現化するコンピュータ読取可能媒体
に含まれる、コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム、
　前記コンピュータプログラムコードを実行するプロセッサ、
　シースルーディスプレイ、
　画像取得要素、及び
　少なくとも１つの照明器具を含む照明装置と通信するための通信装置、を備える、ウェ
アラブルコンピュータデバイス。
【請求項１５】
　少なくとも１つの照明器具を備える照明装置、及び
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム又は請求項１４に記載のウェアラブルコン
ピュータデバイスを備える、照明装置キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ及び画像取得要素を備えるウェアラブルコンピュータデバイス
を使用して少なくとも１つの照明器具を含む照明装置を制御するための方法に関する。
【０００２】
　本発明はさらに、斯かるウェアラブルコンピュータデバイスのプロセッサ上で実行され
るとき、斯かる方法を実行するためのコンピュータプログラム製品に関する。
【０００３】
　本発明はさらに、斯かる制御方法を実行するように適合されたウェアラブルコンピュー
タデバイスに関する。
【０００４】
　本発明はさらに、斯かる制御方法により制御されるように適合された照明装置キットに
関する。
【背景技術】
【０００５】
　ソリッドステート照明等の新しい照明技術の導入によって、例えば機能的照明装置から
、部屋、劇場、オフィス等の空間に特有の雰囲気を作り出すために単一又は複数の照明器
具により作られる複雑な照明雰囲気等の審美的な照明効果を作り出すように設計された装
飾照明装置への転換による照明ソリューションの提供が革命的に変化している。なぜなら
、照明装置の照明器具は一般的に様々な色、色温度強度、及び／又は定常点灯、パルス点
灯及びフラッシュ点灯等の周期性を有する光を作るように設定可能、例えばプログラム可
能であるためである。従って、斯かる照明装置によって、ユーザはユーザ定義の雰囲気を
作り出すこと、又は照明装置の個々の照明器具又は照明器具の組み合わせを設定すること
により所望の照明雰囲気を作り出すことができる。
【０００６】
　その結果ユーザは、照明装置をプログラムすることにより斯かる所望の照明雰囲気を作
り出す。しかし、多数の照明器具が斯かる照明装置の一部を構成する。なぜなら、多数の
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照明器具が所望の照明雰囲気の生成に寄与できるように、照明装置は、例えば専用の照明
器具を備えるだけでなく、さらに、補助的な照明器具の機能を有する、ディスプレイデバ
イス、音楽機器、台所用器具等の照明器具を含む電子デバイスをも備えるためである。
【０００７】
　ユーザは斯かる照明装置の設定タスクの複雑さに嫌気がさすことがある。なぜなら、所
望の照明雰囲気を規定することは、設定可能な照明器具の集まりから設定オプションの適
切な組み合わせを選択することにより所望の照明雰囲気を作り出すために、多数の異なる
照明器具を識別して各照明器具に適切な設定命令を与えるタスクを含むためであり、従っ
て、照明装置が多い場合には決して些末な仕事とはいえない。
【０００８】
　例えば、スマートフォンやタブレット等の移動デバイスに、ユーザが特定の色を含む画
像を照明装置の照明器具に関連付けることができるソフトウェアアプリケーション（アプ
リ）を提供することにより斯かる設定タスクを容易にする試みがなされている。このため
、照明器具は照明装置により提示される照明器具のリストから選択される。斯かるアプリ
の一例は、Ｒｏｙａｌ　Ｄｕｔｃｈ　Ｐｈｉｌｉｐｓ　Ｃｏｍｐａｎｙにより販売される
Ｈｕｅ（登録商標）照明装置内に見られ、このアプリによって、照明器具が接続されてい
る照明装置の無線ブリッジと通信する、アプリを提供する移動デバイスを使用して照明器
具を制御することにより、相互接続された照明装置の生成及び制御が可能になる。
【０００９】
　斯かるアプリによってユーザはより直観的な手法で照明雰囲気を生成することができる
が、ユーザは依然として照明装置内の照明器具の同一性を知っている必要があり、その結
果、所望の照明雰囲気に応じて照明装置を設定するタスクは、例えば数十の照明器具を含
む大きな照明装置の場合には依然として面倒な場合がある。
【００１０】
　ＵＳ２０１３／００６９９８５Ａ１は、ウェアラブルコンピュータデバイスの環境の少
なくとも一部が見える視野を提供する頭部装着型ディスプレイ（ＨＭＤ）を含むウェアラ
ブルコンピュータデバイスを開示する。ＨＭＤは視野に重ね合わせられた画像を表示する
ように動作可能である。ウェアラブルコンピュータデバイスは、ターゲットデバイスがそ
の環境内にあると判断するとき、ターゲットデバイスに関連するターゲットデバイス情報
を取得する。ターゲットデバイス情報は、ターゲットデバイス、及び仮想制御画像が提供
されるターゲットデバイスの規定領域の識別を制御するために仮想制御インターフェース
を定義する情報を含む。ウェアラブルコンピュータデバイスは、仮想制御画像を視野内の
ターゲットデバイスの規定領域に重ね合わせられた画像として表示するためにＨＭＤを制
御する。これによって、斯かるターゲットデバイスの直観的な制御機構が支援される。
【００１１】
　しかし、この制御方法は、照明器具が一般的にユーザにより求められる動作モードに気
付いていないために、照明装置内の照明器具を制御することに不適切な所要の制御情報を
ターゲットデバイスが提供することに依拠している。
【００１２】
　ＷＯ２０１３／０８８３９４Ａ２及びＷＯ２０１２／０４９６５６Ａ２は、それぞれユ
ーザインタラクションシステムを使用して照明環境をインタラクティブに制御する方法及
び装置を開示する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、複数の照明器具を含む照明装置をより直観的な手法で制御するための方法を
提供することを目的とする。
【００１４】
　本発明はさらに、斯かる方法を実行するためのコンピュータプログラム製品を提供する
ことを目的とする。
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【００１５】
　本発明はさらに、斯かるコンピュータプログラム製品を実行するように適合されたウェ
アラブルコンピュータデバイスを提供することを目的とする。
【００１６】
　本発明はさらに、斯かるウェアラブルコンピュータデバイスを含む照明装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　一態様によれば、少なくとも１つの照明器具を含む照明装置を、ディスプレイ及び画像
取得要素を備えたウェアラブルコンピュータデバイスを使用して制御するための方法が提
供され、当該方法は、ウェアラブルコンピュータデバイスを使用して、前記照明装置の照
明器具を含む空間の画像であって、シースルーディスプレイを通して見た前記空間の実際
のビューに対応する画像を画像取得要素を使用して取得するステップと、前記画像内の照
明器具を識別するステップと、所望の照明雰囲気の画像を前記シースルーディスプレイに
表示するステップと、前記実際のビュー内の照明器具を所望の照明雰囲気に関連付けるス
テップと、照明装置と通信して前記照明雰囲気を再現するように照明器具に指示するステ
ップとを含む。
【００１８】
　本発明は、シースルーディスプレイを含むウェアラブルコンピュータデバイスを導入す
ることによって、斯かるデバイスの装着者に照明装置の照明器具が所望の照明雰囲気を再
現するように設定する追加の制御特性が与えられたという洞察に基づいている。斯かる照
明器具は、特別の照明装置を構成する、又は中央制御された照明装置の一部を構成する。
具体的には、斯かる照明装置の一部をシースルーディスプレイを使用して可視化すること
、及び所望の照明雰囲気をシースルーディスプレイに表示することを同時に行えることで
、ウェアラブルコンピュータデバイスにより１つ以上の照明器具が識別されたときに所望
の照明雰囲気を当該一部内の１つ以上の照明器具に特に直観的に関連付けることが容易に
なる。
【００１９】
　関連付けは、実際のビューの取得された画像内に単一の照明器具を識別することに基づ
く。代替的には、実際のビューは前記照明装置の幾つかの照明器具を含み、前記識別ステ
ップは前記幾つかの照明器具のそれぞれを識別することを含み、前記関連付けステップは
前記実際のビュー内の前記幾つかの照明器具のうちの少なくとも１つを所望の照明雰囲気
に関連付けることを含む。一実施形態では、識別された照明器具のそれぞれは所望の照明
雰囲気に関連付けられる。
【００２０】
　関連付けるステップは、前記実際のビュー内の１つの照明器具を選択するステップを含
む。斯かる選択するステップは、有利には実際のビュー内の選択された照明器具に表示さ
れた所望の照明雰囲気を重ね合わせることにより実行される。これは所望の照明雰囲気を
再現するように指示される照明器具を選択する特に直観的な手法である。
【００２１】
　方法はさらに、照明器具の照明特性を表示された所望の照明雰囲気からウェアラブルコ
ンピュータデバイスを使用して計算することを含み、前記指示ステップは計算された照明
特性をウェアラブルコンピュータデバイスから照明装置に伝達することを含む。この照明
特性は、照明器具に対する命令又はその基準として使用することができ、その結果、照明
器具は前記命令に従って所望の照明雰囲気を再現する。斯かる命令は、例えば照明器具が
無線通信機能を含む場合は照明器具に直接伝達される、又は例えば照明器具が属する照明
装置の無線通信機能を介して照明器具に間接的に伝達される。
【００２２】
　一実施形態では、照明特性は、所望の照明雰囲気を表示する前記ディスプレイの１つ以
上のピクセルから抽出される光の色、強度、彩度、色温度及び照明ダイナミクスのうちの
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少なくとも１つを含む。追加的に又は代替的に、１つ以上のピクセルに関連付けられ、照
明特性を示すメタデータが照明雰囲気を抽出するために使用される。メタデータはディス
プレイに表示された画像又は画像シーケンスの一部を構成する。
【００２３】
　特に有利な実施形態では、所望の照明雰囲気を表示するステップは所望の照明雰囲気の
画像を表示するステップを含む。斯かる画像は、画像取得要素を使用して画像を取得する
こと、又は外部ソースから画像を取り出すことにより得られる。これによって、ウェアラ
ブルコンピュータデバイスの装着者に所望の照明雰囲気を指定する上での高い柔軟性が与
えられる。なぜなら装着者は単にこの追加の画像を取得する又は取り出すだけだからであ
る。
【００２４】
　所望の照明雰囲気は静的な照明効果である。代替的には、所望の照明雰囲気の画像は、
動的な所望の照明雰囲気を規定する画像シーケンスの一部を構成し、前記指示するステッ
プは照明装置に動的な所望の照明雰囲気を再現するように指示するステップを含む。これ
によって、照明装置を使用してより精巧又は複雑な照明雰囲気、例えば時間的に変化する
照明雰囲気を生成することが容易になる。
【００２５】
　方法はさらに、ウェアラブルコンピュータデバイスにより受信された調整命令に応答し
て、照明器具により再現された照明雰囲気への調整をウェアラブルコンピュータデバイス
から照明装置に伝達することを含む。これによって、最初の再現する試みが完全に満足の
いくものでない場合に、照明装置の１つ以上の照明器具により再現された照明雰囲気を調
整する機能がウェアラブルコンピュータデバイスのユーザに与えられる。
【００２６】
　一実施形態では、方法はさらに、仮想照明器具を前記シースルーディスプレイに表示す
るステップと、拡張された照明雰囲気を表現する拡張ビューを生成するために、ウェアラ
ブルコンピュータデバイスにより受信された移動コマンドに従って仮想照明器具を実際の
ビュー内のある場所に移動させるステップとを含む。このように、ウェアラブルコンピュ
ータデバイスの装着者は、例えば照明器具を購入する必要なく照明器具を既存の照明装置
に追加することを試験する目的で、仮想照明器具を含む仮想照明雰囲気を作り出す。従っ
て、これによって、拡張が所望の照明効果をもたらさないために装着者が照明装置の拡張
に失望するリスクが減る。
【００２７】
　方法はさらに、照明装置において、所望の照明雰囲気を再現するために、受信された情
報に従って照明器具を制御することを含む。斯かる制御は、照明器具の専用コントローラ
により、例えば照明器具と直接通信することにより、又は装置コントローラが照明装置内
の多数の照明器具を制御すること、例えば装置コントローラを介して照明器具と間接的に
通信することにより行われる。
【００２８】
　別の態様によれば、シースルーディスプレイ及び画像取得要素をさらに含むウェアラブ
ルコンピュータデバイスのプロセッサ上で実行されるとき、上記のいずれかの実施形態の
方法のステップを実行するコンピュータプログラムコードを具現化するコンピュータ読取
可能媒体を含むコンピュータプログラム製品が提供される。斯かるコンピュータプログラ
ム製品は、任意の適当な形態で、例えばアプリストアで入手可能なソフトウェアアプリケ
ーション（アプリ）としてウェアラブルコンピュータデバイスが利用でき、ウェアラブル
コンピュータデバイスが前述の方法を実行できるようにウェアラブルコンピュータデバイ
スを設定するために使用される。
【００２９】
　さらに別の態様によれば、斯かるコンピュータプログラム製品、コンピュータプログラ
ムコードを実行するように適合されたプロセッサ、シースルーディスプレイ、画像取得要
素、及び照明装置と通信するための通信装置を備えたウェアラブルコンピュータデバイス
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が提供される。従って、斯かるウェアラブルコンピュータデバイスは、前述の方法の１つ
以上の実施形態に従って少なくとも１つの照明器具を含む照明装置を制御することができ
る。
【００３０】
　別の態様によれば、少なくとも１つの照明器具、及び前述のコンピュータプログラム製
品又はウェアラブルコンピュータデバイスを備えた照明装置キットが提供される。斯かる
照明装置キットは、より直観的な手法で制御可能であることから利点が得られ、これによ
って、ユーザによる照明装置、即ち１つ以上の照明器具のより深い理解が容易になる。な
ぜなら、例えばユーザは、照明装置が多くの照明器具を含む場合等にその複雑さ故に照明
装置の設定に失望する可能性が低いためである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
　本発明の実施形態は、添付の図面を参照してより詳細にかつ非限定的な例として説明さ
れる。
【００３２】
【図１】例示的な一実施形態による照明装置キットを概略的に示す。
【図２】一実施形態による照明装置を制御するための方法のフローチャートを示す。
【図３】前記方法により照明装置の照明器具を制御するための例示的な制御シナリオを概
略的に示す。
【図４】前記方法により照明装置の照明器具を制御するための例示的な制御シナリオを概
略的に示す。
【図５】前記方法により照明装置の照明器具を制御するための別の例示的な制御シナリオ
を概略的に示す。
【図６】前記方法により照明装置の照明器具を制御するための別の例示的な制御シナリオ
を概略的に示す。
【図７】前記方法により照明装置の照明器具を制御するためのさらに別の例示的な制御シ
ナリオを概略的に示す。
【図８】前記方法により照明装置の照明器具を制御するためのさらに別の例示的な制御シ
ナリオを概略的に示す。
【図９】別の実施形態による方法により仮想照明シーンを生成するための例示的なシナリ
オを概略的に示す。
【図１０】別の実施形態による方法により仮想照明シーンを生成するための例示的なシナ
リオを概略的に示す。
【図１１】別の実施形態による方法により仮想照明シーンを生成するための例示的なシナ
リオを概略的に示す。
【図１２】別の実施形態による仮想照明シーンを生成するための方法のフローチャートを
示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図面は単に概略的なものであり、正確な縮尺率で描かれていないことを理解すべきであ
る。同一又は類似の部分を示すために全図面を通じて同一の参照番号が使用されることも
理解すべきである。
【００３４】
　本出願のコンテキストでは、ウェアラブルコンピュータデバイスは、ユーザに演算機能
を提供し、インターネット又は別のコンピュータ読取可能媒体から取得されたソフトウェ
アアプリケーション（アプリ）で指定された特定の演算タスクを実行するように構成され
得るデバイスである。ウェアラブルコンピュータデバイスは、ユーザによりユーザの体の
一部に装着され、本発明の１つ以上の態様に従って演算タスクを実行可能に設計された任
意のデバイスである。斯かるウェアラブルデバイスの限定されない例には、例えば眼鏡、
ゴーグル、ヘルメット、帽子、バイザー、ヘッドバンド、又は装着者の頭にもしくは装着
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者の頭から支持され得る任意の他のデバイス等のスマートヘッドギアが含まれる。
【００３５】
　本出願のコンテキストでは、照明器具は、設定可能な光出力を生成可能なデバイスであ
り、光出力は色、色ポイント、色温度、光強度のうちの少なくとも１つに関して、動的な
照明効果等を生成するように構成される。一部の実施形態では、照明器具は前述の設定可
能な光出力を生成するように構成されたソリッドステート照明要素、例えば発光ダイオー
ドを含む。照明器具は専用の照明デバイスである、又は照明効果をもたらすこと以外の主
要機能を有する電子デバイスの一部を構成する。例えば、照明器具はディスプレイデバイ
ス、家庭電化製品、音楽機器等の一部を構成する。
【００３６】
　照明装置は、無線でウェアラブルコンピュータデバイスと通信可能な装置である。基本
的な実施形態では、照明装置は、直接ウェアラブルコンピュータデバイスと無線通信する
ように適合された単一の照明器具を備える。より複雑な実施形態では、照明装置はそれぞ
れが直接ウェアラブルコンピュータデバイスと無線通信するように適合された複数の照明
器具を備える。さらに別の実施形態では、照明装置の少なくとも幾つかの照明器具は、照
明装置の無線ブリッジ等を介して間接的にウェアラブルコンピュータデバイスと無線通信
するように適合され、照明器具は無線ブリッジ等に通信可能に結合される。
【００３７】
　本出願のコンテキストでは、照明雰囲気は１つ以上の照明器具により生成される照明効
果であり、これにより、これらの照明効果を組み合わせることで照明装置の照明器具を備
える空間内に特有の雰囲気やムードが作り出される。斯かる照明効果は、１つ以上の照明
器具により生成される色の定義を少なくとも含み、さらに、１つ以上の照明器具により生
成される照明効果の強度、又は１つ以上の照明器具により生成される照明効果の周期性又
は頻度等を含む。照明雰囲気は、静的な照明効果のセット、又は動的な照明雰囲気を生成
するために経時的に変化する照明効果のセットにより定義される。
【００３８】
　図１は、照明装置２００と、例えば複数の照明器具２０１～２０６が有線及び／又は無
線で通信可能に結合された照明装置２００の無線ブリッジ２１０を介して照明装置２００
と無線通信可能なウェアラブルコンピュータデバイス１００とを含む照明装置キットを概
略的に示す。代替的には、照明装置２００の照明器具２０１～２０６の少なくとも一部は
、ウェアラブルコンピュータデバイス１００と無線で直接通信するように適合される。例
えば照明器具２０１～２０６は特別の照明装置２００を規定する。ウェアラブルコンピュ
ータデバイス１００及び照明装置２００間の無線通信、及び／又は照明装置２００の各種
の構成要素間の無線通信のいずれにも、赤外線リンク、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に準拠するような無線ローカル
エリアネットワークプロトコル、２Ｇ、３Ｇもしくは４Ｇ電気通信プロトコル等の任意の
適当な無線通信プロトコルが使用される。
【００３９】
　図１には具体的に示されていないが、照明装置２００の照明器具２０１～２０６は任意
の適当な手法で制御される。例えば、各照明器具２０１～２０６は、制御命令を例えば無
線ブリッジ２１０を介して、又はウェアラブルコンピュータデバイス１００との直接無線
通信により受信する専用のコントローラを有する。代替的に又は追加的に、照明装置２０
０は照明器具２０１～２０６を制御するための１つ以上の中央コントローラを備える。照
明装置２００及び照明器具２０１～２０６を制御する任意の適当な制御機構が考えられる
ことを理解すべきである。図１の照明装置２００はあくまでも限定されない例として６個
の照明器具を備えるように示されているが、照明装置２００は任意の適当な数の照明器具
、即ち１つ以上の照明器具を備えることをさらに理解すべきである。
【００４０】
　本発明の実施形態によれば、照明装置２００は、頭部装着式ディスプレイ等のシースル
ーディスプレイ１０６を有するウェアラブルコンピュータデバイス１００により制御され
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る。シースルーディスプレイ１０６によって、ウェアラブルコンピュータデバイス１００
の装着者はシースルーディスプレイ１０６をのぞき込み、ウェアラブルコンピュータデバ
イス１００の現実世界の環境の一部、即ち照明装置２００の１つ以上の照明器具２０１～
２０６が存在するシースルーディスプレイ１０６により提供される識別の視野を観察でき
るようになる。
【００４１】
　また、シースルーディスプレイ１０６は、視野に重ね合わせられた像、例えば視野にお
いて１つ以上の照明器具２０１～２０６により再現される特定の色特性を有する画像等の
所望の照明雰囲気の画像を表示するように動作可能である。斯かる画像はシースルーディ
スプレイ１０６により視野の任意の適当な部分に重ね合わせられる。例えば、シースルー
ディスプレイ１０６は、視野を著しく遮らないように、視野内の、例えば視野の周辺に浮
かぶように見えるように斯かる画像を表示する。
【００４２】
　シースルーディスプレイ１０６は、例えば眼鏡、ゴーグル、ヘルメット、帽子、バイザ
ー、ヘッドバンドとして、又は装着者の頭にもしくは装着者の頭から支持され得る何らか
の他の形態で構成される。シースルーディスプレイ１０６は、例えば２つのシースルーデ
ィスプレイユニットを使用して画像を装着者の両目に表示するように構成される。代替的
には、シースルーディスプレイ１０６は単一のシースルーディスプレイしか含まず、画像
を装着者の左目又は右目のいずれか一方にしか表示しない。
【００４３】
　頭部装着式ディスプレイ等の斯かるシースルーディスプレイ１０６に関連する特別な利
点は、ウェアラブルコンピュータデバイスの装着者が実際の照明シーン、即ち照明装置２
００の少なくとも１つの照明器具を含む空間又は空間の一部をシースルーディスプレイ１
０６を通して見る、即ちシースルーディスプレイ１０６が透明なディスプレイであること
であり、これにより装着者は照明シーンをリアルタイムで見られる。
【００４４】
　一実施形態では、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は、例えば無線ブリッジ２
１０を使用して照明装置２００と、又は照明器具２０１～２０６の少なくとも一部と直接
無線通信するための無線通信インターフェース１０２を含む。ウェアラブルコンピュータ
デバイス１００は、任意選択的に、ウェアラブルコンピュータデバイス１００がインター
ネット等のリモートデータソースへのアクセスに使用する追加のネットワーク、例えば無
線ＬＡＮと無線通信するための追加の無線通信インターフェース１０４を備える。代替的
には、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は、照明装置２００、及び／又は照明器
具２０１～２０６の少なくとも一部、及び追加のネットワークと通信可能な１つの無線通
信インターフェースを含む。
【００４５】
　ウェアラブルコンピュータデバイス１００の機能は、データ記憶装置１１２等の非一時
的コンピュータ読取可能媒体に記憶された命令を実行するプロセッサ１１０により制御さ
れる。従って、プロセッサ１１０は、データ記憶装置１１２に記憶されたプロセッサ読取
可能命令と組み合わされてウェアラブルコンピュータデバイス１００のコントローラとし
て機能する。従って、プロセッサ１１０は、どの像がディスプレイ１０６により表示され
るかを制御するためにディスプレイ１０６を制御するように適合される。プロセッサ１１
０はさらに、無線通信インターフェース１０２を制御する、また存在する場合には無線通
信インターフェース１０４を制御するように適合される。
【００４６】
　プロセッサ１１０により実行される命令に加えて、データ記憶装置１１２は照明装置２
００の照明器具２０１～２０６の識別を促進するデータを記憶する。例えば、データ記憶
装置１１２は照明器具２０１～２０６に関連する識別情報のデータベースとして機能する
。斯かる情報は、前述の視野内にあることが検出された照明器具２０１～２０６を識別す
るためにウェアラブルコンピュータデバイス１００により使用される。
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【００４７】
　ウェアラブルコンピュータデバイス１００はさらに、ウェアラブルコンピュータデバイ
ス１００の周囲の画像を特定の視点から取得するように構成されたカメラ等の画像取得デ
バイス１１６を含む。画像はビデオ画像でも静止画像でもよい。具体的には、画像取得デ
バイス１１６の視点はシースルーディスプレイ１０６が向いている方向に対応する。この
実施形態では、画像取得デバイス１１６の視点はシースルーディスプレイ１０６が装着者
に提供する視野とほぼ一致し、その結果、画像取得デバイス１１６により取得された主観
画像がシースルーディスプレイ１０６を通して装着者に見えるものを決定するために使用
される。
【００４８】
　以下により詳細に説明されるように、カメラ２６により取得された主観画像は、主観画
像、例えば１つ以上の照明器具２０１～２０６を含む空間の画像内にある照明器具２０１
～２０６を検出及び識別するために、及び、以下でより詳細に説明されるように、ウェア
ラブルコンピュータデバイス１００及び識別された照明器具間がＰ２Ｐ接続である場合に
斯かる照明器具との接続を確立するために使用される。１つ以上の照明器具２０１～２０
６を主観画像内で識別するための画像解析はプロセッサ１１０により行われる。代替的に
は、プロセッサ１１０は、画像取得デバイス１１６により取得された１つ以上の主観画像
を、例えば無線通信インターフェース１０２を介してリモートサーバに送信し、リモート
サーバで画像解析が行われる。リモートサーバは、主観画像内に１つの照明器具を識別す
る場合は、識別された照明器具に関連する識別情報で対応する。
【００４９】
　照明器具２０１～２０６は任意の適当な手法で識別される。例えば、各照明器具は符号
化光、例えばその特定の照明器具に特有の、即ち特定の照明器具を識別する変調を含む光
を送る。符号化光は、画像取得デバイス１１６により受信され、画像取得デバイス１１６
により生成されたコーディングを含む対応する信号はプロセッサ１１０により復号化され
、対応する照明器具が識別される。符号化光はさらに、ウェアラブルコンピュータデバイ
ス１００が識別された照明器具と直接無線通信する実施形態において、識別された照明器
具及びウェアラブルコンピュータデバイス１００間にＰ２Ｐ無線接続を確立するハンドシ
ェイクプロトコルの一部として使用される。
【００５０】
　代替的には、各照明器具は固有の可視マーカーを備え、その結果、視野の画像が画像取
得デバイス１１６により取得されるとき、プロセッサ１１０は固有の可視マーカーを認識
し、それに基づいて照明器具を識別するために取得された画像を処理する。さらに別の実
施形態では、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は、例えばデータ記憶装置１１２
に、照明器具２０１～２０６の知られている場所を例えば照明器具２０１～２０６が配置
されている空間における照明器具２０１～２０６の画像の形で記憶し、その結果、照明器
具は画像取得デバイス１１６を使用して取得された視野の画像をデータ記憶装置１１２に
記憶された画像と比較することにより識別される。他の適当な識別技術が当業者には明ら
かであろう。
【００５１】
　ウェアラブルコンピュータデバイス１００はさらに、１つ以上のセンサ１１４、例えば
ウェアラブルコンピュータデバイス１００の動きを検出するための加速度計及び／又はジ
ャイロスコープ等の１つ以上の動きセンサを備える。例えば斯かるユーザによって引き起
こされる動きは、以下により詳細に説明されるようにコマンド命令として認識される。一
実施形態では、センサ１１４のうちの１つは、例えばウェアラブルコンピュータデバイス
１００の装着者による口頭の命令を検出するためのマイクロフォン等の音センサである。
この実施形態では、プロセッサ１１０は音センサ１１４からの検出出力を受信し、受信さ
れた検出出力に口頭による命令を検出し、検出された口頭による命令に従ってウェアラブ
ルコンピュータデバイス１００を動作させるように適合される。
【００５２】
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　ウェアラブルコンピュータデバイス１００はさらに、ユーザからの入力を受信するため
のユーザインターフェース１０８を含む。ユーザインターフェース１０８は、例えばタッ
チパッド、キーパッド、ボタン、マイクロフォン、及び／又は他の入力デバイスを含む。
プロセッサ１１０は、ユーザインターフェース１０８を介して受信された入力に基づいて
ウェアラブルコンピュータデバイス１００の機能の少なくとも一部を制御する。例えば、
プロセッサ１１０は、シースルーディスプレイ１０６が画像を表示する手法、又はシース
ルーディスプレイ１０６が表示する画像、例えばユーザインターフェース１０８を使用し
てユーザにより選択される所望の照明雰囲気の画像を制御するために入力を使用する。
【００５３】
　特に有利な実施形態では、プロセッサ１１０はまた、１つ以上の照明器具に対する制御
命令として、例えば画像取得デバイス１１６によりジェスチャを、又は例えば動きセンサ
１１４によりウェアラブルコンピュータデバイス１００の動きを認識する。従って、ディ
スプレイ１０６がシースルーディスプレイ１０６を通して装着者に提示される実際のビュ
ー内に照明装置２００の１つ以上のターゲット照明器具に所望の照明雰囲気の画像を表示
する間、プロセッサ１１０は、画像取得デバイス１１６により取得される静止画像又はビ
デオ画像を解析して、所望の照明雰囲気を１つ以上のターゲット照明器具に関連付ける制
御命令に対応する任意のジェスチャを識別する。
【００５４】
　一部の例では、制御命令に対応するジェスチャは、装着者が例えば自分の指、手又は自
分の手に持った物体を使用して物理的に照明器具に触れることを含む。しかし、照明器具
方向への、又は照明器具付近での装着者の指、手、又は装着者が手に持った物体の動き等
、照明器具との物理的な接触を伴わないジェスチャも制御命令として認識され得る。
【００５５】
　同様に、ディスプレイ１０６が照明装置２００の１つ以上のターゲット照明器具に所望
の照明雰囲気の画像を表示する間、プロセッサ１１０は、１つ以上のセンサ１１４により
検出されたウェアラブルコンピュータデバイス１００の動きを解析して、例えば頭部に装
着可能なコンピュータデバイスの場合における頭の動き等、所望の照明雰囲気を１つ以上
のターゲット照明器具に関連付ける制御命令に対応する任意の動きを識別する。
【００５６】
　図１は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の様々な構成要素、即ち無線通信イ
ンターフェース１０２及び１０４、プロセッサ１１０、データ記憶装置１１２、１つ以上
のセンサ１１４、画像取得デバイス１１６、並びにユーザインターフェース１０８をシー
スルーディスプレイ１０６から離れたものとして示しているが、これらの構成要素の１つ
以上はシースルーディスプレイ１０６に搭載されても一体化されてもよい。例えば画像取
得デバイス１１６はシースルーディスプレイ１０６に搭載され、ユーザインターフェース
１０８はシースルーディスプレイ１０６上のタッチパッドとして提供され、プロセッサ１
１０及びデータ記憶装置１１２はシースルーディスプレイ１０６のコンピュータシステム
を構成し、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の他の構成要素も同様にシースルー
ディスプレイ１０６に一体化されてもよい。
【００５７】
　代替的には、ウェアラブルコンピュータデバイスは装着者に装着又は装着者により携帯
され得る別個のデバイスの形で提供される。ウェアラブルコンピュータデバイスを構成す
る別個のデバイスは有線又は無線のいずれかで通信可能に結合され得る。
【００５８】
　図２は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００により実行される照明装置２００の
制御方法３００のフローチャートを示す。方法３００はステップ３０１から始まり、次に
１つ以上の照明器具２０１～２０６を含む空間のビューが例えばシースルーディスプレイ
１０６を通してユーザに提供されるステップ３０２に進む。ステップ３０３では、この実
際のビューの画像は、実際のビューの画像内に１つ以上の照明器具２０１～２０６を識別
する目的で取得される。典型的には、ステップ３０３はさらに、取得された画像内に１つ
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以上の照明器具２０１～２０６を識別することを含み、この識別は先に説明された任意の
適当な手法で達成される。
【００５９】
　ステップ３０４では、シースルーディスプレイ１０６は、ウェアラブルコンピュータデ
バイス１００のユーザにより選択される所望の照明雰囲気の画像を表示するように構成さ
れる。例えば選択された画像は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００によりインタ
ーネット等の外部データソースから取り出された画像であるか、又はその代わりとして、
例えば装着者が所望の照明雰囲気の画像を撮像することに応答して画像取得要素１１６に
より取得された画像である。後者の実施形態には、例えばウェアラブルコンピュータデバ
イス１００のユーザが、方法３００による照明装置２００の設定前又は設定中に画像取得
要素１１６を使用して特に魅力的なカラーシーンを取得することができ、その結果、ユー
ザは照明装置２００の１つ以上の照明器具２０１～２０６を使用して特に魅力的なカラー
シーンを再現するという利点がある。
【００６０】
　代替的には、所望の照明雰囲気を含む画像は、ウェアラブルコンピュータデバイスによ
り取得された適切な画像から、又はインターネットから任意選択的に自動的に抽出される
カラーパレット等を含む。このことは、例えばＡｄｏｂｅ　Ｋｕｌｅｒアプリがインスト
ールされたスマートフォンカメラの入力からリアルタイムでカラーパレットを抽出するア
プリからそれ自体よく知られているため、これ以上詳細に説明されないが簡略にするため
にすぎない。この場合、ウェアラブルコンピュータデバイス１００のユーザは、例えばユ
ーザインターフェース１０８を使用することにより所望のカラーを表示されたカラーパレ
ットから選択する。
【００６１】
　ステップ３０５では、実際のビューの画像内で識別された１つ以上の照明器具２０１～
２０６は、例えばウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者が関連付け命令をウ
ェアラブルコンピュータデバイス１００に与えることにより、表示された所望の照明雰囲
気に関連付けられる。一実施形態では、関連付け命令は、実際のビューにおいて識別され
た全ての照明器具が関連付け命令により所望の照明雰囲気に関連付けられるという意味で
包括的な関連付け命令である。代替的な実施形態では、関連付け命令を与えることは、所
望の照明雰囲気に関連付けられる実際のビュー内の照明器具の一部、例えば単一の照明器
具を選択する目的で行われる。
【００６２】
　斯かる選択は、例えば表示された所望の照明雰囲気が、表示された所望の照明雰囲気画
像を選択対象の照明器具へと実際のビュー上でドラッグすることにより、表示された所望
の照明雰囲気画像が選択対象の照明器具を覆う位置までシースルーディスプレイ１０６の
視野を横切って移動されるようにウェアラブルコンピュータデバイス１００を制御するこ
とにより達成される。
【００６３】
　斯かるドラッグ動作は、例えばウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者の目
もしくは頭の動き、又はジェスチャの検出により達成される。他の適当な選択機構が当業
者には明らかであろう。例えば、プロセッサ１１０がシースルーディスプレイ１０６上に
識別された照明器具のリストを生成する場合に、装着者は、例えばユーザインターフェー
ス１０８を使用することにより、音センサ１１４により検出される口頭による命令により
所望の照明雰囲気を当該リスト中の１つ以上の照明器具に関連付ける。
【００６４】
　関連付け命令は任意の適当な手法で与えられる。特に有利な実施形態では、ウェアラブ
ルコンピュータデバイス１００の装着者は、先に説明されたようにウェアラブルコンピュ
ータデバイス１００、即ちプロセッサ１１０により認識される、頭の動き、凝視もしくは
まばたき等の目の動き、又は手もしくは指を使ったジェスチャにより関連付け命令を与え
る。
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【００６５】
　しかし代替的に関連付け命令は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者に
より口頭で、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者のユーザインターフェー
ス１０８との相互作用、例えばウェアラブルコンピュータデバイス１００の１つ以上の制
御ボタンに触れることにより与えられる。関連付け命令はさらに、所定の閾値期間を超え
て、例えば所定の期間より長く実際のビューを維持することにより、例えば選択対象の照
明器具に所定の閾値期間を超えて、例えば所定の期間より長く所望の照明雰囲気の画像を
重ね合わせることにより与えられる。関連付け命令を与える適当な手法の他の例が当業者
に明らかであろう。
【００６６】
　代替的な実施形態では、関連付け命令は、表示された所望の照明雰囲気画像をシースル
ーディスプレイ１０６から見たウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者の視野
に拡大縮小することにより与えられ、この場合には識別された各照明器具２０１～２０６
は、視野内の識別された照明器具を覆う拡大縮小後の表示された所望の照明雰囲気の一部
と関連付けられる。
【００６７】
　ステップ３０６では、プロセッサ１１０は、所望の照明雰囲気と関連付けられた１つ以
上の照明器具のための照明制御命令を策定し、この照明制御命令を照明装置２００、例え
ば所望の照明雰囲気に関連付けられた１つ以上の照明器具の各コントローラ（図示せず）
と通信するための照明装置２００の無線ブリッジ２１０に、又はこれらのコントローラが
先に説明されたようにウェアラブルコンピュータデバイス１００との直接無線通信を確立
するように適合されている場合にはこれらのコントローラに直接伝達する。
【００６８】
　プロセッサ１１０は、所望の照明雰囲気から任意の適当な手法で照明制御命令を抽出す
る。例えばプロセッサ１１０は、シースルーディスプレイ１０６上に表示された所望の照
明雰囲気のピクセル特性を評価することにより所望の照明雰囲気から色及び／又は色強度
を決定する。
【００６９】
　一実施形態では、ピクセル特性は所望の照明雰囲気の特定の領域から取得される、又は
所望の照明雰囲気の画像の複数のピクセルから平均ピクセル特性を計算することにより取
得される。
【００７０】
　一実施形態では、例えばシースルーディスプレイを通した実際のビュー内の識別された
各照明器具に対する個別の照明制御命令等の複数の照明制御命令が、所望の照明雰囲気の
単一の画像から得られる。これは例えば所望のマルチトーンの照明雰囲気を作り出すため
に使用される。
【００７１】
　照明パラメータは、ピクセル又はピクセルパラメータから直接抽出される、又は例えば
動的な照明雰囲気の場合はプロセッサ１１０等で前処理されたピクセルパラメータから抽
出される。前処理は、動的な照明効果を規定する個々の所望の照明雰囲気画像に最も共通
する色を選択することを含み、共通色及び個々の画像間におけるこれらの共通色の変化は
所望の動的な照明雰囲気を規定するために使用される。
【００７２】
　別の実施形態では、所望の照明雰囲気画像は、所望の照明雰囲気の視覚的表現であり、
例えば空間分解に関係なく照明雰囲気を記述する、視覚的表現に関連付けられた照明パラ
メータを規定するメタデータをさらに含む。代替的には、メタデータは空間パラメータを
含み、その結果、ユーザが画像の特定の部分を特定の照明器具と位置合わせするときに、
画像（又は画像ピクセル）の選択された空間領域に関連付けられたメタデータが選択され
た照明器具に対する制御命令を生成するように使用される。
【００７３】
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　上で説明されたように１つ以上の照明制御命令がウェアラブルコンピュータデバイス１
００により照明装置２００に伝達されると、照明装置２００は、所望の照明雰囲気に関連
付けられた照明器具を受信された１つ以上の照明制御命令に基づいて動作させることによ
り、例えば照明器具に所望の照明特性、例えば所望の色を有する光を生成させることによ
り、所望の照明雰囲気を再現する。これは図３に明示的には示されていないが、例えばス
テップ３０６の一部を構成する、又はステップ３０６の後の独立のステップである。
【００７４】
　照明装置２００により所望の照明雰囲気が再現されると、方法は、任意選択的に再現さ
れた照明雰囲気が装着者に受け入れられるものかどうかをウェアラブルコンピュータデバ
イス１００の装着者が示すことができるステップ３０７に進む。例えば装着者は、ウェア
ラブルコンピュータデバイス１００に例えば設定、即ち所望の照明雰囲気の再現に関連付
けられた１つ以上の照明器具の光強度等の照明特性を調整する調整命令を与える。調整対
象の照明器具は、先に説明されたように、例えばシースルーディスプレイ１０６から見た
ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者の視野内の１つ以上の照明器具を特定
することにより識別される。
【００７５】
　斯かる調整命令は、例えば装着者が目の動き、頭の動き、音声命令、ジェスチャ等によ
り調整命令をウェアラブルコンピュータデバイス１００に伝達することにより与えられる
。例えば、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者は、上方向に頭を動かすこ
とにより所望の照明雰囲気の再現に関連付けられた１つ以上の照明器具の光強度を増大さ
せるべきことを示し、下方向に頭を動かすことにより所望の照明雰囲気の再現に関連付け
られた１つ以上の照明器具の光強度を減少させるべきことを示す。これらは斯かる調整命
令の非限定的な例示的な実施形態であること、及びウェアラブルコンピュータデバイス１
００により認識される任意の適当な調整命令がこの目的のために用いられることが理解さ
れるべきである。
【００７６】
　ウェアラブルコンピュータデバイス１００がその装着者から調整命令を受けたことを受
けて、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は調整命令を照明装置２００に伝達する
。斯かる伝達は先にステップ３０６についてより詳細に説明されたように達成される。そ
して、照明装置２００は、ステップ３０８において、受信された調整命令に基づいてター
ゲットとされた照明器具２０１～２０６の設定を調整する。
【００７７】
　そして方法は任意選択的なステップ３０９に進み、ウェアラブルコンピュータデバイス
１００の装着者が所望の照明雰囲気又は別の所望の照明雰囲気を別の空間、即ち異なる空
間に配向された照明装置２００の別の照明器具２０１～２０６に割り当てることを望んで
いるかどうかがチェックされる。装着者が例えばウェアラブルコンピュータデバイス１０
０に適切な命令を与えることにより、斯かる更なる割り当てが行われるべきことを示す場
合は、方法は別の空間の照明器具にその空間に所望の照明雰囲気を割り当てるためにステ
ップ３０２に戻る。照明装置２００を使用して所望の照明雰囲気を生成するプロセスが完
了すると、方法３００はステップ３１０において終了する。
【００７８】
　これから本発明の一部の態様が次の非限定的な例によってより詳細に説明される。
【００７９】
　図３は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者によりシースルーディスプ
レイ１０６を通して見られる照明装置２００の第１の照明器具２０１及び第２の照明器具
２０２を含む空間の例示的な実際のビュー１０を概略的に示す。シースルーディスプレイ
１０６はさらに、所望の照明雰囲気の画像２０を、ここでは非限定的な例によって実際の
ビュー１０の周辺部に表示する。画像２０は、先に説明されたように、ウェアラブルコン
ピュータデバイス１００の画像取得要素１１６により取得された画像、又はインターネッ
ト等の外部データソースからウェアラブルコンピュータデバイス１００により取り出され
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た画像である。従って、一態様によれば、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装
着者にはシースルーディスプレイ１０６を通した１つ以上の照明器具２０１、２０２を含
む空間のリアルタイムビュー１０が提示されるのと同時に、所望の照明雰囲気の表現、例
えば画像２０が提示される。その結果、装着者は実際のビュー１０内の照明器具２０１、
２０２を所望の照明雰囲気、例えば照明器具２０１、２０２により再現される所望の色に
関連付けることができる。
【００８０】
　斯かる関連付けは、例えば、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の１つ以上の動
きセンサ１１４により検出される図４に概略的に示される頭の動き１５により、装着者が
ウェアラブルコンピュータデバイス１００に命令を与えることにより達成される。ウェア
ラブルコンピュータデバイス１００は、先に説明されたように、照明器具２０１、２０２
を識別し、識別された照明器具２０１、２０２に対する制御命令を画像２０から生成し、
制御命令を照明装置２００に伝達することにより方法３００の実施形態に従って動作し、
これによって、照明装置２００は所望の照明雰囲気に従って照明器具２０１、２０２を動
作させるように設定される。命令としての前述の頭の動きは斯かる関連付け命令を提供す
る非限定的な例であり、関連付け命令は先に説明されたように任意の適当な手法で与えら
れることを繰り返し述べる。
【００８１】
　図３及び図４の例では、実際のビュー内の識別された全ての照明器具２０１、２０２を
画像２０内の所望の照明雰囲気に関連付けるために包括的な関連付け命令が用いられる。
しかし、斯かる実際のビュー１０内の１つ以上の特定の照明器具を所望の照明雰囲気に関
連付けることが望ましい。これは例えば照明装置２００の特定の照明器具が選択される選
択命令をウェアラブルコンピュータデバイス１００に与えることにより達成される。
【００８２】
　斯かる選択命令の非限定的な例は図５及び図６に概略的に示されており、この例では、
ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者が頭を動かすと、ウェアラブルコンピ
ュータデバイス１００の１つ以上の動きセンサ１１４が頭の動きを追跡することにより、
所望の照明雰囲気の画像２０が選択対象の照明器具の方向にドラッグされる。装着者は、
画像２０が実際のビュー１０内で選択対象の照明器具（ここでは照明器具２０１）に重な
り合うことを実現しようとする。この重ね合わせはウェアラブルコンピュータデバイス１
００により検出され、照明器具２０１の画像２０に描かれた所望の照明雰囲気への関連付
けと解釈される。斯かる選択プロセスは、複数の別個の照明器具を単一の実際のビュー１
０内で選択したい場合には繰り返される。選択命令は、例えばジェスチャ、口頭命令、及
びユーザインターフェース１０８により与えられる選択命令等、先に説明されたような任
意の適当な形をとることを再度繰り返し述べる。
【００８３】
　所望の照明雰囲気の画像２０は、例えば画像レポジトリから画像２０をダウンロードす
ることによる、又はウェアラブルコンピュータデバイスの画像取得デバイス１１６を使用
して画像２０を取得することによる、任意の適当な手法で生成される。例えば斯かる画像
は、日中に、例えば照明装置２００が配置されている空間にとって遠く離れた場所で特に
見て美しいシーンを捕えることにより取得される。代替的には、斯かる画像２０は、例え
ば照明装置２００の選択された照明器具を使用して当該空間内の特定のカラーアスペクト
を再現するために、照明装置２００が配置されている空間内で取得される。これは例えば
図７及び図８に概略的に示されるように達成される。図７に示されるように、ウェアラブ
ルコンピュータデバイス１００の装着者は、選択された照明器具が所望の照明雰囲気、こ
こでは画像２０に取得された物体のカラーテーマとマッチする照明雰囲気を再現するよう
に、１つ以上の選択された照明器具を取得された画像２０に関連付けるために、照明装置
２００を備える空間内の特定のカラー特性を有する物体を画像２０に取得する。
【００８４】
　別の態様によれば、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は、図９～図１１、及び
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図１２の方法４００のフローチャートにより説明されるように、照明装置２００の拡張現
実を作り出すために使用される。この態様によれば、方法４００のステップ４０１から始
まり、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者は、仮想照明器具２０７の挿入
によって所望の（照明）効果が得られるかどうかを評価するために、ウェアラブルコンピ
ュータデバイス１００を使用して、仮想照明器具２０７をシースルーディスプレイ１０６
を通して見られ、方法４００のステップ４０２に従って提供される照明シーンの実際のビ
ュー１０に挿入する。
【００８５】
　ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者が斯かる拡張現実を作り出したいの
には幾つかの理由がある。例えば、装着者は照明装置２００に追加の照明器具を導入する
ことにより照明装置２００を再設計又は拡張したいと思う。しかし、追加の照明器具によ
り作り出される効果を視覚化することは困難であるため、追加の照明器具を試行錯誤で購
入することは、例えば斯かる購入に関わるコスト故に望ましくない。
【００８６】
　このため、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は、例えばインターネット又は移
動通信プロトコルを介して遠隔的にアクセス可能な、又は例えばデータ記憶装置１１２内
の局所的にアクセス可能な、照明装置２００の仮想照明器具のデータベースにアクセスで
きる。装着者は、ウェアラブルコンピュータデバイス１００に適切な命令を与え、方法４
００のステップ４０３に従ってデータベースから所望の仮想照明器具を選択し、これによ
って、ウェアラブルコンピュータデバイス１００は照明装置２００の１つ以上の照明器具
、ここでは照明器具２０３及び２０４を含む空間の実際のビュー１０内に選択された仮想
照明器具２０７の画像３０を表示する。
【００８７】
　図１０に示されるように、ウェアラブルコンピュータデバイス１００の装着者は続いて
、例えば、ウェアラブルコンピュータデバイス１００に例えば先に説明されたような頭の
動きやジェスチャ等の形の適切な移動命令２５を与えることにより、仮想照明器具２０７
を実際のビュー１０内の所望の場所、即ちシースルーディスプレイ１０６を通して見られ
る空間内の所望の場所に移動させる。ウェアラブルコンピュータデバイス１００は移動命
令２５を検出し、移動命令に従って仮想照明器具２０７の画像３０を図１１に示されるよ
うに実際のビュー１０上に重なるように移動させる。
【００８８】
　続いて仮想照明器具２０７は、例えば図３の方法の実施形態に従って、又は代替的に所
定の仮想照明雰囲気を選択することにより、所望の仮想照明雰囲気を生成するように構成
され、これによって方法４００のステップ４０４の通り、拡張された実際のビュー１０が
生成される。仮想照明器具２０７により生成された仮想照明雰囲気はウェアラブルコンピ
ュータデバイス１００のプロセッサ１１０によりシミュレートされる。斯かる配光関係は
それ自体よく知られているため、これ以上詳細に説明されないが簡略にするためにすぎな
い。拡張された実際のビュー１０が生成されると、方法４００はステップ４０５において
終了する。
【００８９】
　一実施形態では、実際のビュー１０内の照明器具２０３及び２０４は先に説明されたよ
うに所望の照明雰囲気を再現するように構成される。しかし、１つ以上の仮想照明器具を
含む拡張された実際のビューを生成する方法は、照明装置の照明器具が任意の適当な手法
で構成された照明装置の実際のビュー又はその一部に同様に適用可能であることを理解す
べきである。
【００９０】
　拡張された実際のビュー１０が生成されると、ウェアラブルコンピュータデバイス１０
０の装着者には照明器具２０３、２０４及び仮想照明器具２０７を含むシミュレートされ
た照明雰囲気が提示され、その結果、仮想照明器具２０７の照明雰囲気全体に及ぼす効果
を評価することができる。従って、これによって装着者は仮想照明器具２０７の購入に関
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